
    

 

                                  

 

1. はじめに 
 ＩＴＳは２１世紀の自動車交通を大きく変える新しいシス

テムとして各方面で注目されている。  

我国では、カーナビゲーションの浸透に加え、リアルタイ

ム交通情報システム、高速道路での自動料金収受シス

テム、走行支援道路システム，先進安全自動車の導入

等により２０１５年までの累計で６０兆円の市場と予想さ

れている。 官民学が一体で技術基準を世界へ提案し

て、新しい需要を創造していく役割が期待されている。 

 

2. ITS (高度道路交通システム)とは 

ITS (Intelligent Transport Systems)の名前は日本

提案である。 最先端技術を用いて、道路・車両・人を一

体のシステムとしてインテリジェント化し、道路交通の課

題（交通事故の減少、渋滞の低減、環境の改善）を解決

するシステムである(図2-1)。  

２１世紀の重要テーマであり、各国で開発・研究が進めら

れている。重要な技術は通信・制御・画像音声処理の融

合である。 ITSは交通のインテリジェント化であり道路交

通に限定したシステムではなく鉄道・海運・航空への拡

大が必要である。 

 

図 2-1 ITS (高度道路交通システム) 

増え続ける交通事故 

１９９９年度の交通事故による負傷者数１０５万人、事故

数８５万件、死者は約９，０００人、車対車の事故で怪我

をした人９２万人、その内の追突もしくは出合頭らの事故

６３万人と増加しており、交通事故死者のうち６５才以上

の高齢者の割合が（３．２千人、３０％強）年々増加してい

る。 運転中の携帯電話・ナビゲーションノ利用による事

故も増している。 

渋滞による社会損失と環境問題 

一般国道における平均旅行速度は、時速３７km. 東京２ 
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一般国道における平均旅行速度は、時速３７km. 東京２

３区は、１７ km、渋滞による損失は、年間１２兆円になる

との試算が出ている。 CO2排出量のうち約１８％は自動

車交通によるものである。 渋滞の解消はCO2排出量の

削減に効果がある。 

 

3.日本のITSの概要と現状 1) 2) 

政府は「高度情報社会推進に向けた基本方針」にて、平

成８年(1996年)にＩＴＳの推進を決定した。 ９つの開発分

野毎に提供していく ２１のサービスを、官民学での実用

化を推進中である（表3ー１: 太字は実用化済み）。 

 

表 3-1.  ITS の開発分野と利用者サービス 

９の開発分野 利用者サービス 

１. ナビゲーションシステム

の高度化 

1)交通関連情報の提供 

2)目的地情報の提供 

2. 自動料金収受システム 3)自動料金収受 

3. 安全運転の支援  4)走行環境情報の提供 

5)危険警告、6)運転補助、

7)自動運転 

4. 交通管理の最適化 8)交通流の最適化、 

9)交通事故時の交通規制

情報の提供 

5.道路管理の効率化 10)維持管理業務の効率

化、11)特殊車両等の管理

12)通常規制情報の提供 

6.公共交通の支援 13)公共交通利用情報の提

供、14)公共交通の運行・

管理支援 

7.商用車の効率化 15)商用車の運行管理支

援、16)商用車の連続自動

運転 

8.歩行者等の支援 17)経路案内 

18)危険防止 

9.緊急車両の運行支援 19)緊急時自動通報 

20)緊急車両経路誘導・救

援活動支援 

システムアーキテクチャ 21)利用者サービス 

 

５省庁（旧建設省、運輸省、通産省、郵政省、警察庁）は

 

高度道路交通システム(ITS)の現状と動向 
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それぞれ関連するテーマを官民学連携で推進し VICS 

(道路交通情報通信システム),ETC(自動料金収受シス

テム)、カーマルチメデア等が実用化された。 最近は国

土交通省の知能道路と知能自動車のスマートゲートウエ

イ、総務省の情報通信の開発・標準化の ITS情報通信シ

ステム推進会議、通産産業省の車車間通信を使用した

協調走行等の研究開発が推進中である。 

 

3.1 道路交通情報通信システム(VICS) 

ＶＩＣＳ(Vehicle Information & Communication System) シ

ステムは、道路上に設地した電波ビーコン、光ビーコン

およびＦＭ多重放送にて、渋滞情報、交通規制情報、交

通障害情報、旅行時間、駐車場情報をリアルタイムに車

載機へ提供するシステムで、１９９６年から東京圏・東名・

名神等で開始され、２００１年６月末で３０都道府県で実

用化され全国７９％をカバーしている。 ２０００年度末で

２８０万が普及している。 ナビ全体(約 720 万台）の約１/

４はＶＩＣＳ付きである。 

 

3.2 車への情報提供サービス 

トヨタのモネ、日産のコンパスリンクはセンターで情報を

車用に加工して情報を提供している。コンパスリンクはオ

ペレータが対応して情報を提供する。ホンダのインター

ナビシステムおよびマツダのテレマテックスはインターネ

ットサービスを車へブラザー機能をもたせて情報を提供

している(表3-1)。 

ダイムラーベンツは最短距離のルートガイダンス、緊急

時自動通報サービスを提供している。 Helpは緊急時自

動通報サービスを提供している。各システムは互換性が

ないため相互利用が出来ない。 

 

表 3-1 車への情報提供サービス 

3.3 自動料金収受システム(ETC) 

２０００年４月から首都圏の高速道路の料金所に導入さ

れ２００１年７月で１４６ｶ所、秋には６００ｶ所に導入の予

定 。  導 入 後 は 約 ４ 倍 の 通 行 量 を 処 理 で き る 。 

ETC(Electronic Toll Collection)で使用されている５．８

GHZ双方向通信は２０００年５月にITU（国際電気通信連

合）に国際標準として認定された(表3-2)。高速道路以外

のガソリンスタンド、駐車場、ドライブスルーショッピン

グ、カーフェリイ、情報シャワー等での利用へ拡大されれ

ば利便性が高まり２０１５年に３００万台/年の普及が予

測されている。 

表 3-2 ETCシステムの技術的条件 

項目 標準規格 

無線周波数帯 5.8ＧＨｚ：5.795，5.805/5.835，5.845 

変調方式 ＡＳＫ (Amplitude Shift Keying) 

変調信号速度 1Ｍｂｐｓ 

伝送情報量 最大 4.1kbit 

空中線電力 路側：30mw/10mw, 車側：10mw 

料金所ｱﾝﾃﾅ 料金収受情報、6m，80km/h 

予告ｱﾝﾃﾅ 車線案内情報、 30m，80km／h， 

本線ｱﾝﾃﾅ 経路情報、10m，180km/h 

 

3.4 走行支援道路システム（AHS）3) 

国土交通省は旧運輸省が推進してきた先進安全自動車

（ASV: Advanced Safety Vehicle）と旧建設省が推進して

きた走行支援道路システム（ＡＨＳ: Advanced Highway 

Systems）を一体化したスマートクルーズシステムの実用

化を進めている。２０００年秋に実証実験が実施され、２０

０１年に制度・基準類の策定し、２００３年に第二東名・名

神へ２０１５年に全国への導入を予定している。 

日本の交通事故の発生原因について見ると、５０％が発

見の遅れ、２５％が操作・判断ミスである。走行支援シス

テムはこれらの発生原因に対して有効で、交通事故の約

８割に有効である(図3-1)。   

図 3-1 交通事故死者数の原因別内訳（1997年） 

 

図3-2 障害物衝突事故の低減効果（例） 

サービス名 開始 サービス センタ 年会費

VICS 96/4 渋滞、所要時間、交通障

害、駐車

専用 無料

ITGS:

ﾀﾞｲﾑﾗｰ･ﾍﾞﾝﾂ

97/4 ルートガイダンス、ニュ

ース、気象、フライト

専用 36,000

MONET:ﾄﾖﾀ 97/1

1

交通情報、ニュース、気

象、レストラン、メール、

専用 6,000

Inter-navi System:

ﾎﾝﾀﾞ

98/7 ドライブ情報、

PC-Internet 利用型

専用・イン

ターネット

6,000

Compass Link:日産 98/9 オペータ経由の情報 専用 30,000

Telematics:マツダ 00/7 ドライブ情報、

PC-Internet 利用型

専用・イン

ターネット

無料

E-call:ﾀﾞｲﾑﾗｰ･ﾍﾞﾝﾂ 98/9 緊急時自動通報 専用 24,000

Help:日本緊急通報サ

ービス

00/9 緊急時自動通報 専用 4,000



より早い情報提供で事故は大幅に削減できる。事故削減

の糸口 （障害物衝突防止の例）を示す。 

* シュミレーションによれば約４秒前にドライバーが状況

を認知することで、発見の遅れによる事故の９０％は回

避可能である(図3-2)。 

* 高齢者は、さらに０．７秒早く状況を認知すれば事故回

避の有効性が高まる。 

国土交通省では早期実用化を目指して死亡事故の高い

次の７つのサービスを推進している。 

(1) 前方障害物衝突防止支援： 見通し不良地点におい

て車両や落下物等の障害物を検知し、車両に通知。車両

はドライバーに対し情報提供、警報、操作支援を行う。 

(2) カーブ進入危険防止支援： カーブ手前においてカー

ブまでの距離やカーブ形状を車両に通知。車両はドライ

バーに対し情報提供、警報、操作支援を行う。 

(3) 車線逸脱防止支援： 路面に設置されたレーンマーカ

ーにより車線内の横方向位置情報を車両に提供。車両

はドライバーに対し情報提供、警報、操作支援を行う。 

(4) 出合い頭衝突防止支援： 交差点において優先道路

側の接近車両を検知し車両に通知。車両はドライバーに

対し情報提供、警報を行う。 

(5) 右折衝突防止支援： 右折可能な交差点において、

対向車両を検知し右折しようとする車両に通知。車両は

ドライバーに対し情報提供を行う。 

(6) 横断歩道歩行者衝突防止支援： 横断歩道上の歩行

者を検知し車両に通知。車両はドライバーに対し情報提

供を行う。 

(7) 路面情報活用車間保持等支援： 路面状況等の情報

を把握し車両に提供。車両は車間保持等の各種サービ

スに活用する。 

 

3.5 先進安全自動車（ＡＳＶ） 1)  4) 

先進安全自動車は、近年急速に進歩しているエレクトロ

ニクスなどの新技術を活用することにより自動車を高知

能化し、安全性を格段に高めたものであり、ＩＴＳ技術の

自動車としての受け皿となるものである。旧運輸省は、１

９９１年度からＡＳＶ推進検討会を設置し、ＡＳＶ

(Advanced Safety Vehicle） の研究開発を推進してきた。  

 現在は、１９９６年度からの第２期５か年計画において、

対象車種に従来の乗用車にトラック、バス及び二輪車を

加え、要素技術の開発とともにヒュ－マン・インタ－フェ

－スの最適化、ＩＴＳの他のインフラとの整合・連携につい

て検討を行う等、研究開発の推進を図っている。第２期５

か年計画の研究開発項目として、①予防安全技術、②事

故回避技術、③全自動運転技術、④衝突安全技術、⑤

災害拡大防止技術及び⑥車両基盤技術からなる６分野

の主要安全技術を設定し、３２システム技術の研究開発

に取り組んでいる。  

 今後、ＡＳＶの各システム技術について、市販車両への

搭載を図ること等により順次実用化を目指すとともに、各

システム技術を統合制御できるシステムを開発し、２１世

紀初頭において統合システム搭載ＡＳＶの実用化を目指

して研究開発を推進している（図3-3）。 

図3-3 先進安全自動車のイメージ 4) 

 

4. ITS技術はどうなるか  

自動運転技術が完成しても実社会に導入するには、コス

ト、システムの信頼性、事故の責任、法的な問題解決す

るのに時間が必要である。車の情報端末は放送、移動

通信、ナビゲーションの高度化等のインテグレーションや

次世代車載システムの技術開発テーマの推進により車

の安全走行支援が実用化される。 

 

4.1 カーマルチメデア技術の進展 

２００１年秋には、世界標準の高速通信（２Mbps) の広域 

CDMA (Code Division Multiple Access) のデジタル携帯

電話のサービスが、その後デジタルテレビ、 デジタル音

声放送 (Digital Audio Broadcast) 、5.8GHzの狭域通信

の拡大、ミリ波レーダﾞを使用した自動走行支援システム

等の実用化が予定されている。 

図 4-1 カーマルチメデアの統合化と利便性 

 

 

年

統合化
利便性

1995 2000 2005 2010

FM多重 (Multiplex)
GPS D-GPS

RTK-GPS/D-GPS/GPS

地上デジタル音声放送 (DAB)

地上ｱﾅﾛｸﾞﾃﾚﾋﾞ放送  (TV)

ﾃﾞｼﾞﾀﾙテレビ放送 (HD-TV)衛星ﾃﾚﾋﾞ放送 (CS/BS)

衛星ﾃﾞｼﾞﾀﾙ音声放送 (DAB)

ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝ

自動料金収受ｼｽﾃﾑ(ETC)

自動走行支援ｼｽﾃﾑ

情報提供ｻｰﾋﾞｽ
ｸﾞﾛーﾊﾞﾙｾﾙﾗ- IMT-2000
W-CDMA

，

384kb/s 
(2Mbp/s) 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｾﾙﾗ-
CDMA 14.4kb/sﾃﾞｼﾞﾀﾙｾﾙﾗｰ

TDMA 9.6kb/s

統合化



移動通信・放送・走行支援間で補完し合い使用者志向の

利便性の高いシステムの推進が重要である(図4-1)。 

 

4.2 次世代車載システムの技術開発 5) 

車載システムは、移動通信、インフラ、カーナビゲーシヨ

ン等の高機能により、情報の提供、運転支援、自動走行

支援そして究極的に自動走行へと実用化が推進される

だろう。 世界でも日本のカーナビ技術は進んでいるが

各メーカ間の互換性がない。  ＩＴＳ分野では日本が世界

の特許の約半分を握っている。  日本の持つ技術を結

集して世界の標準化の推進が必要である。 

 

次のテーマの技術開発が重要である(図4-2)。 

(1) 車の安全走行に関する運転支援制御： 障害物警

告、衝突防止、車線逸脱警告、居眠り警告 

(2) 運転者・同乗者の利便性を向上させる運転情報： ナ

ビゲーション、交通情報、モバイルオフィス 

(3) 外部の情報送受手段のインターフェースの通信： 

5.8GHzの路車間・車車間の狭域通信、３世代セルラー等

の広域通信、車内ITS ＬＡＮ、光通信との融合、画像・地

図データ伝送 

(4) 運転を妨げない操作・警報表示のユザーインタフェー

ス： 音声対話、デスプレイ、 

(5) センサー： 位置検出、画像検出、レーダおよび 

(6) ITSインフラ： 社会情報網との融合 

 

 

図 4-2 次世代車載システムの技術 

 

自動運転技術は当面、安全運転支援技術として実用化

が進められ、一部の一時的な自動運転の実績を積み、

安全と有効性とが社会に容認されて実用化が推進され

るだろう。 

 

5. ＩＴＳ市場規模 
２００１年6月末で、携帯電話・PHS ６９００万、カーナビ 

７５０万、ＶＩＣＳ ２９０万が普及している。  今後自動料

金収受システム ３００万台/年、カーナビの高度化，衝突

防止レーダー等の導入により、総務省のITS答申によれ

ば２０１５年までの累計で６０兆円市場（情報通信サービ

ス:31兆、車載機等:19兆、インフラ関連:11兆）の予測が出

ている。 

 

6. おわりに 6) 

日本が世界に貢献出きる技術分野の一つがITSである。 

ＩＴＳ社会の実現には、以下の推進が重要である。 

(1) 使用者に受け入れられ（実証実験のアンケート結果：

コスト、信頼性、エリアの広さ）、安全・円滑・環境の改善

を実現できる利便性の高いシステムを構築する 

(2) 移動通信・放送・狭域通信の走行支援間で補完し合

うシステムの開発。 狭域通信（DSCR）は高信頼性、高

速伝送、セフテイ、リアルタイム性、スポットサービス、走

行支援用として移動通信は広域サービス,一般情報収受

用として棲み分けする 

(3) 安全運転支援技術の実用化を進め、完全な自動運

転は最終目標とする 

(4) 世界標準規格の推進： 世界基準を定め、国際電気

通信連合、国際標準化機構へ提案し、世界で貢献する 

（世界共通の 5.8GHz DSCR システム等） 

(5) 道路交通だけでなく鉄道,・海上・航空を含めた全交

通システムの融合化と一般社会の情報システムへ融合

させる 

(6) 国家プロジェクトによる予算の強化 

(7) 官民学の協調と競争   
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車載システム

ユザーインタフェス技術

*音声対話・運転者受容性

*デイスプレイ等

通信技術

*狭域：DSRC

*広域：セルラ・放送・衛星

*車内ＬＡＮ：ITS BUS

運転情報技術

*ナビゲーション

*交通・各種情報

*各種予約

*緊急通報

*モバイルオフィス

*エンターテメント

*車内環境制御

*電子決済(ETC)

*遠隔車両監視・制御

センサー技術

*位置検出

*カメラ画像検出

*レーダ：距離測定

*車両診断等

運転支援制御技術

*アクテブクルーズコントロール

*障害物警告

*衝突防止・警告

*カーブ警告

*車線逸脱警告

*居眠り警告

*ドライブレコーダ等 ハード・ソフトウエア

OS

ITSインフラ技術

*社会情報網との融合


